



















































難解にさせているもう一つ 現象は、墓葬内部に一般的に出現 何ら実際の用途に堪えな 、木造建築を模して塼 彫りだした門楼や、模造された仮門が見受けられる点であ 。この種 仮門 通常、墓室の後壁 位置多くは独立した装飾だが、時には、婦人啓門形象と一体をなすこともある。　
筆者は、 以下のように考えている。すなわち、 かかる「婦人啓門」図像は、


























正しい視点のものが、少なからずあった。しかし、文化史と思想史の巨視的な観点から、図像それ自体の具 的特徴と語義連関について、詳細に考察したものは大変少ないため、当該図像の墓葬空間における象徴記号としての根幹の論理、そしてその背後にある本来の意味につ て、最終的な説明がまだできていない である。　
本論文は、この表現モティーフの図像言語としての適切な分析と理解を通






















帛をもつ男女の侍者が描かれることが多い。そして西壁の仮門には、婦人が墓室に対して背を向け、 扉が閉じた状態で描かれることが多く、 また門には、往々にして鉄の錠前があらわされる。これらの図像には、その西南壁に、燃灯する侍女を描いた画面 隣接させるのが基本となる
（挿図
（）。婦人進門




挿図 （　河北省宣化二号遼墓 東南壁壁画 備経図（婦人進門）





















































































































挿図 （　河北省宣化七号遼墓 墓室西壁壁画 婦人閉門


















挿図 （ –（（）　河南省禹県白沙一号宋墓 塼彫壁画 婦人
啓門


























































































れらの認識は、みな図像表現 解釈 おいて 空間が暗示しているもの 、正確なレベルへ引き上げようとしている。劉耀輝
liu Y
aohui 氏が近年指摘し


















は、これらほど多くはない その後期の漢人および契丹 の墓葬においては、その墓室後壁に著色で を描くか もしくは塼彫で 楼を模造す 現象は、十分に一般的である。


















挿図 （ –（（）　山西省稷山馬村一号金墓 墓室北壁塼彫挿図 （ –（（）　同　部分
挿図 （　山西省新絳万安杜金墓 墓室北壁挿図 （　山東省済南市司里街元墓 墓室北壁







































こうとする形式であり、それは、門の向こう ある空間の客観的実在性 暗示、もしくは強調しているかのようであ 。 ら 形跡は、一つの共通
挿図 （（　河北省宣化一〇号遼墓 後室 門楼 挿図 （0　河南省禹県白沙一号宋墓 後室北壁 仮門





















































備経・奉茶・宴の準備・燃燈・化 の場面を配するタイプが一般的である。金代墓葬では、各種 住居で奉侍する内容を描くことを除けば 多く 著色塼彫墓葬において 後壁に門楼を模造し、対面に戯楼 雑劇が演じられる場面を配置するのが一般的である。我々の考察を非常 難しくしているのは、通常であるならば理解が可能 ころ 、かかる壁画に表されたこうした活動が、 「寝」空間における発生と進行であるという点である。　
極めて明らかなことだが、墓葬におけるこの種の装飾的表現と、機能を出





だ機能のみに訴え だけでは、表現 持続と発展を説明できない。なぜならば、まさしく我々が目にするように、中唐時代 宋代において、 該 墳墓に対し わずか 身を置くことが出来るような範囲 う制限がかけられてさえも、絵画表現は、なお依然として衰え こ く用いられるのである。これによって、我々は、この種の表現の作用について、異なった角度から観察することが必要とされる。
（中略）
人の宮殿や土地ないしは宇宙空間への











挿図 （（ –（（）　河南省禹県白沙宋墓 後室西南壁壁画 梳粧（化粧
図）
挿図 （（ –（（）　同　後室東南壁壁画　奉持図




















の図像が内包されてい 墓室内部であることから、それは見たところ、死者の霊魂のために供せられる、平素の活動の場としての「堂」を彷彿させる。そして、墓室後壁の仮門が象徴し暗示しているのは、あち にある虚構の空間であっ 論理上は、ただ、死者 霊魂が安眠す ころでなけ ばならない。この点に関しては、我々も以下に例証する観察で、格別の明晰さが得られること 承諾されよう。　
二〇〇〇年夏、筆者は鄭岩氏とともに宣化遼墓の実地調査に赴いた際、す











ついて、画工がどのように想像したかというそ 推論 拠り所となりうるものである。興味深いのは、この棺床背後に隠され 小型の仮門と門楼下方の門扉とが、ちょうど相対していることで、ま に墓葬 設計者 死者霊魂のため、専用に設置した、寝室と繫がる通路である ちがいない。しかも棺床上のこの唯一の仮門を根拠と 我々はまた、墓を造っ 者が、 主人の陽宅で 基本的生活状態
　︱︱
　墓室の主人は、日中は、彼が生前、家の
大広間で坐し、侍者たちの各種の奉侍を受け た 同じよう 彼は棺床の上に坐す。夜になると彼は自分の寝室へと戻り、そこで安眠休息する
　
挿図 （（ –（（）　河北省宣化一〇号遼墓 後室北壁 著色絵画門楼
挿図 （（ –（（）　同　棺床　前面ならびに背面図示






















































































































宿白『白沙宋墓』 （文物出版社、 二〇〇二年）五四～五五頁、 註
（（、梁白泉「墓飾「婦
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頁。ただし当該の報告書では、床榻上の衾被を、誤って、蓋部が蓮の形を呈した盒（箱）を長卓の上に安置したものと看做している。画面を詳細に観察すれば、 「蓋部が蓮の葉の形を呈した」 「盒（箱） 」は誤解であり、実際は、宋金元の墓葬壁画に通常に見られる任意に折りこまれた衾被でしかありえない。報告が「案（長卓） 」と



























いて用語として定着している。また、近年出版された徐光冀総監修『中国出土壁画全集』全一〇巻の日本語訳（古田真一監修・翻訳、科学出版社・国書刊行会 二〇一二年）でも、 「婦人啓門」の呼称が用いられ こうした状況に鑑み、この翻訳文でも、そのまま使用することとした。
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